
 

第 122 回 ME 勉強会プログラム 

日時：2011 年 5 月 17 日（火） 18:30～21:00 頃まで 

場所：佐倉 1F ロビー 

 

18:30～19:10  

●特別セッション 

・「2011 年夏計画停電対策 誠仁会の対応」 内野順司 

19:10～19:25  

●ルーチン   司会 亀山直也 

１．「2010 年インシデント（1 号用紙）集計報告」 丸 博光 

19:25～20:15 

●研究 

１．「患者監視装置内配管の変色要因の検討」 黒川俊輔 

２．「血清Ｋ変動についての検討」（第１報） 羽賀浩史 

第 21 回日本臨床工学会予行 

３．「血液浄化専門施設における血液浄化専門臨床工学技士の役割」土屋正二 

４．「透析施設における透析装置の転倒対策」 武田稔男 

20:15～20:30 

●新人自己紹介 

以上 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表 7分、質疑 5分です。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

■各院の学術担当へ相談のこと 

■研究は共同演者（学術担当以外で 1名）を ME 部内から選ぶこと（無しも可） 

■演題はルーチン・連絡、研究セッションに分けます。 

ルーチンは抄録無しでも可、研究は 400 字以内の抄録が必要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本院 21 名、佐倉 9名、成田 9名、香取 3名   計 42 名 

  



 

第 123 回 ME 勉強会プログラム 

日時：2011 年６月７日（火） 18:30～22:00 頃まで 

場所：佐倉 1F ロビー 

 

JSDT 予行  司会 内野順司 

演題番号              演者名                                                                   演題名 

(1) O-0216             石丸 昌志           CSEMⅡの考案 

(2) O-0337             山本 淳              ニプロ透析用監視装置SPM-1（SPM)の自動

サポート機能の評価 

(3) O-0406             羽賀 浩史           カーボスターP 使用による大動脈弓部石灰

化面積（AACA)についての検討 

(4) O-0662             黒川 俊輔           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の体重と CTR の変化 ～日機装 CDDS を用いた検討～ 

(5) O-0663             土屋 正二           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

後 1.5 年間の体重と CTR の変化 ～ニプロ CDDS を用いた検討～ 

(6) O-0764             平山 香織           維持透析患者のQOLの評価-SF-36を用い

た 4年間の検討- 

(7) O-0667             平山 香織           多人数用無酢酸透析液カーボスター（CP)へ

の変更による維持透析患者の QOL の評価 -SF-36 を用いた 4年間の検討-  

(8) P-2-167            鈴木 一哉           無酢酸透析液カーボスターP 導入後 1.5 年

の電解質データの変化 

(9) P-2-168            倉持 貴              多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の栄養関連データの変化 ～日機装 CDDS を用いた検討～ 

(10) P-2-169          猪股 俊悟           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の体重と CTR の変化 ～日機装 CDDS を用いた検討～ 

(11) P-2-171          青木 芳隆           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

後 1.5 年間の CKD-MBD 関連因子の変化と対応 ～ニプロ CDDS を用いた検討～ 

(12) P-2-172          青野 雅司           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の CKD-MBD 関連因子の変化と対応 ～日機装 CDDS を用いた検討～ 

(13) P-2-174          土屋 正二           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

後 1.5 年間のクレアチニン産生速度(%CGR)の変化 ～ニプロ CDDS を用いた検討～ 

(14) P-2-175          亀山 直也           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の栄養関連データの変化 ～ニプロ CDDS を用いた検討～ 

(15) P-2-176          渡邊 徹義           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の栄養関連データの変化 ～日機装 CDDS を用いた検討～ 



(16) P-2-178          長谷川 裕           多人数用無酢酸透析液カーボスターP の透

析液濃度管理の検討 ～ニプロ CDDS を用いた検討～ 

(17) P-3-160          石丸 昌志           多人数用無酢酸透析液カーボスターPのCa

出納の検討 

(18) P-3-161          角田 真帆           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の CKD-MBD 関連因子の変化と対応(1) ～日機装 CDDS を用いた検討～ 

(19) P-3-162          角田 真帆           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1.5 年間の CKD-MBD 関連因子の変化と対応(2) ～日機装 CDDS を用いた検討～ 

(20) P-3-163          鈴木 敏弘           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1年間の CKD-MBD 関連因子の変化と対応 ～東レ CDDS を用いた検討～ 

(21) P-3-164          鈴木 敏弘           多人数用無酢酸透析液カーボスターP 導入

1年間の栄養関連データの変化 ～東レ CDDS を用いた検討～ 

(22) P-3-167          高岡 雄太           透析液作製濃度の推移から見た CDDS 管

理の検討 ～多人数用無酢酸透析液カーボスターP での検討～ 

(23 P-3-168           猪又 扶美           無酢酸透析液カーボスターP の骨代謝に対

する影響の検討 

(24)P-3-169           猪又 扶美           低回転系骨に対する無酢酸透析液カーボス

ターP の可能性の検討 低 intact-PTH 症例(i-PTH<60pg/mL)への応用（第 2報） 

(25) P-5-142          井上 学              脱血検知用ピロー有用性の検討 

以上 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表時間 口演 7分、ポスター4分。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  



 

第 124 回 ME 勉強会延期のお知らせ 

ME部員、関係各位 本日の勉強会は天候不良により21日(木)に延期します。関係各

位に連絡をお願い致します。 

 

日時：2011 年 7 月 21 日（火） 18:30～21:00 頃まで 

場所：佐倉 1F ロビー（今回で最後になります。次回より本院多目的ラウンジ 5F で開

催予定） 

 

18:30～19:15 

●メーカプレゼン 

・「ミルセラの紹介」 中外製薬株式会社 久保田氏 

19:15～19:50 

●ルーチンセッション 司会 鈴木敏弘 

１．「止血後の患者手指に付着した血液から感染予防を考える」～ルミノール反応を

用いて～ 香取看護科 菅澤 宏子 

２．「体重計点検方法の検討」 榎 邦明、山本 淳 

３．「カーボスターP の B 剤代替品使用 Lot による供給能力の変化」 丸 博光 

19:50～20:00 

●研究セッション 

１．「透析におけるヘパリン起因性血小板減少症（透析 HIT）の現状と今後の対応」 

山本 淳 

20:00～21:00 

●連絡・打ち合わせセッション 

１．「本院移転計画の説明と役割分担」 黒川俊輔 

以上 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表 7分、質疑 5分です。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

■各院の学術担当へ相談のこと 

■研究は共同演者（学術担当以外で 1名）を ME 部内から選ぶこと（無しも可） 

■演題はルーチン・連絡、研究セッションに分けます。 

ルーチンは抄録無しでも可、研究は 400 字以内の抄録が必要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加：本院 20 名、佐倉 9名、香取 3名、成田 9 名、NS 7 名 計 48 名 

  



 

第 125 回 ME 勉強会プログラム 

日時：2011 年 9 月 20 日（火） 18:30～21:00 頃まで 

場所：本院多目的ラウンジ 

 

18:30～19:30 

●メーカプレゼン１  司会：石丸昌志 

・新規ダイアライザの仕様と性能の特長 

１．アサヒ化成クラレメディカル 

２．TORAY メディカル 

19:30～20:00 

●メーカプレゼン２ 司会：山本 淳 

１．「テクノメディカ社製血液ガス分析装置について」 GASTAT 

20:00～21:00 

●研究 司会：亀山直也 

１．「テクノメディカ社製全自動ｐH/血液ガス分析装置 GASTAT（GASTAT）の性能評

価」 倉持 貴、山本 淳 

２．「機械室内の湿度管理方法の検討」 ～業務用除湿機を使用して～ 大釜 健広 

３．「PES-21Dα残血評価」 猪又達也 

第 2 回関東臨床工学会予行 

４．脱血検知用ピロー有用性の検討」 井上 学 

以上 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表 7分、質疑 5分です。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

■各院の学術担当へ相談のこと 

■研究は共同演者（学術担当以外で 1名）を ME 部内から選ぶこと（無しも可） 

■演題はルーチン・連絡、研究セッションに分けます。 

ルーチンは抄録無しでも可、研究は 400 字以内の抄録が必要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加：本院 18 名、佐倉 9名、香取 3名、成田 9 名  計 39 名 

勉強会の前に１６：００～１７：００ 

来年度学会（臨床工学技会、ＪＳＤＴ等）のため data 集計対策会議を行います。 

担当者、時期希望者はME 室に参集して下さい。 

  



 

第 126 回 ME 勉強会プログラム 

日時：2011 年 10 月 25 日（火） 18:45～20:45 頃まで 

場所：本院５Ｆ多目的ラウンジ 

 

プログラム 

●講演 18:45～19:15  司会：石丸昌志 

「バーコードを利用した医療機器管理の実際」（仮） 

医療法人社団 誠馨会 千葉中央メディカルセンター 

臨床工学課 配野 治 先生 

19:15～19:55 

●ルーチンセッション 司会：井上 学 

１．「東京電子専門学校臨床工学科 在校生向け基礎セミナー」  松戸伶美 

２．「新本院のタイムスケジュールと問題点」 南智恵美 

３．「NPS-50AH 改良報告」石丸昌志 

19:55～20:45 

●研究   司会：大釜健広 

１．「ポータブル血液ガス測定装置 I STAT1 と epocの性能評価」猪又達也、鈴木一哉 

２．「無酢酸透析液（CARBOSTER）での電解質出納に関する検討」－透析前後値で

出納を決定して良いのか？－  内野順司 

関東臨床工学会（予行） 

３．「ニプロ社製多人数用透析液供給システム使用による透析液濃度変動について

の検討」羽賀浩史 

４．「脱血検知用ピローの有用性の検討」井上 学（2 回目：発表 point 無し） 

以上 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表 7分、質疑 5分です。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

■各院の学術担当へ相談のこと 

■研究は共同演者（学術担当以外で 1名）を ME 部内から選ぶこと（無しも可） 

■演題はルーチン・連絡、研究セッションに分けます。 

ルーチンは抄録無しでも可、研究は 400 字以内の抄録が必要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加：本院 18 名、佐倉 7名、香取 3名、成田 9 名、その他３名  計４０名 

  



 

第 127 回 ME 勉強会プログラム 

日時：2011 年 11 月 22 日（火） 18:30～19:55 

場所：本院多目的ラウンジ 

 

 18:30～19:30 

 ●教育講演   司会 内野順司 

 ・「カーボスター透析における電解質出納を再考する」 正井基之 院長 

 19:30～19:55 

 ●研究        司会 亀山直也 

１．「災害への備えについて」 柴生田 啓志 

 千葉県透析研究会予行 

２．「カーボスターP・使用時に於ける機械室内の適切な湿度の検討」～第 2報～ 

 大釜 健広 

 

以上 

今回は早く終わりそうなので食事は必要ないと思います。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表 7分、質疑 5分です。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

■各院の学術担当へ相談のこと 

■研究は共同演者（学術担当以外で 1名）を ME 部内から選ぶこと（無しも可） 

■演題はルーチン・連絡、研究セッションに分けます。 

ルーチンは抄録無しでも可、研究は 400 字以内の抄録が必要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加：本院 17 名、佐倉 9名、香取 4名、成田 10 名、 計４０名 

  



 

第 128 回 ME 勉強会プログラム 

日時：2012 年 1 月 5 日（木） 18:30～21:00 頃まで 

場所：本院多目的ラウンジ 

 

18:30～19:00 司会：山本淳 

●研究セッション 

１．「多人数用無酢酸透析液カーボスターP(CP)の長期使用が CKD-MBD 関連因子

へ与える影響」 青木芳隆 共同演者：長谷川裕 

２．「多人数用無酢酸透析液カーボスター・P(CP)における貧血改善効果の検討」 大

釜健広、亀山直也 

３．「多人数用無酢酸透析液カーボスターP（CP）の長期使用評価 」～栄養状態から

～  黒川俊輔 

19:00～ 

●JSDT発表予定の概要プレゼン 案題名（仮）と要旨を１～２分でプレゼン （内容確

認後に決定する。） 

１．「CDDS によるカーボスター使用での血清 K値の変化と対応」鈴木敏弘 

２．「CDDS によるカーボスター使用での CKD-MBD 関連因子の変化と対応」～i-PTH，

Ca 値と関連薬剤の検討～ 鈴木敏弘 

３．「多人数用無酢酸透析液カーボスターP のＫ出納の検討」石丸昌志 

４．「多人数用無酢酸透析液カーボスターP へ変更後の Ca 出納の変化」石丸昌志 

５．「多人数用無酢酸透析液カーボスターP へ変更後の PCS（身体的健康度）の変化

についての検討」平山香織 

６．「多人数用無酢酸透析液カーボスターP へ変更後の胃薬の変化」南智恵美 

７．「多人数用無酢酸透析液カーボスターPが脂質代謝に与える影響についての検討」

鈴木一哉 

８．「骨代謝に対する無酢酸透析液カーボスターP の可能性の検討」猪又扶美 

９．「β2-MG値の経時変化と上昇因子の検討」手塚千絵 

10・「多人数用無酢酸透析液（3 年間）使用での ABI の変化」内野順司 

11・「多人数用無酢酸透析液（3 年間）使用での CAVI の変化」内野順司 

12.．「Ｋ出納量の影響因子の検討」内野順司 

以上 

 

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm 

  みはま病院 ME 部 

  内野順司 



  〒 261-0013 

  千葉市美浜区打瀬 1-1-5 

  TEL:043-271-2200 FAX:043-271-2288 

  ADDRESS:KYK00105@nifty.ne.jp 

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm 

参加：本院 18 名、佐倉 9名、成田 10 名、香取４名 計 41 名 

 

勉強会延期に伴い、定例の医療機器安全管理責任者会議と透析機器安全管理委員

会を 16:30～3F 会議室で行います。 

各院の担当者は参集下さい。 

  

tel:043-271-2200


 

第 129 回 ME 勉強会プログラム 

日時：2012 年 2 月 21 日（火） 18:30～19:55 

場所：本院多目的ラウンジ 

 

18:30～19:30   司会：柴生田 啓志 

●ルーチンセッション 

１．「2011 年度本院 1号用紙集計報告」 竹澤和也 

２．「2011 年みはま成田クリニック 1 号用紙集計報告」 猪股 俊悟 

３．『2011 年度みはま佐倉分院における 1号用の解析』 石渡千暁 

４．「2011 年 1 号用紙集計・分析報告」 丸 博光 

19:30～20:40 

●研究        司会：大釜 健広 

HPM研究会予行 

１．「V 型ダイアライザ APS-21EX と PES-S21Dαの臨床性能評価」 羽賀浩史 

千葉県臨床工学技士会究会発表会予行 

２．「新規ポリマーを使用した東レ社製新型ダイアライザ NV-X の貧血改善効果」 井

上学  

３．「長期（23 年間）のβ2-Microgroblin 値の推移とダイアライザ膜素材の関係」 手塚

千絵 

４．「成田分院におけるβ2-MG集計結果報告」 榎 邦明 

５．『2011 年みはま佐倉分院におけるβ2-MG集計結果報告』 松戸伶美 

６．「香取におけるβ2-MGの経年変化と関連因子の検討」 柴生田 啓志 

 

以上 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表 7分、質疑 5分です。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

■各院の学術担当へ相談のこと 

■研究は共同演者（学術担当以外で 1名）を ME 部内から選ぶこと（無しも可） 

■演題はルーチン・連絡、研究セッションに分けます。 

ルーチンは抄録無しでも可、研究は 400 字以内の抄録が必要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加：本院 17 名、佐倉 9名、香取 4名、成田 10 名、 計４０名 ＋４名 

1:7:00 より医療機器安全管理委員会、透析機器安全管理委員会を開催します。 

委員は 3F 会議室に集まって下さい。 



  



 

第 130 回 ME 勉強会のプログラム 

日時：2012 年 3 月 27 日（火） 18:45～20:30 頃まで 

場所：本院多目的ラウンジ 

 

●ルーチンセッション  

  パネルディスカッション           司会：内野順司 

課題：各院で以下の検討を行う。 

１．透析液濃度、温度の立ち上がり（安定するまでの時間の検討）について、機器別

に 

２．動作開始（朝）、使用せず午後または夜~使用する場合の時間、機器別に 

３．現在のQD種類（パターン）の分布 

４．現在のルーチンから見て透析液の節約方法の考案（私案で可） 

 

発言 

１．「当院における透析液使用量の現状と今後の対応について」 柴生田 啓志 

２．「成田第 1透析室における透析液使用量の検討」 猪股俊悟、佐々木 英 

３．「成田第 2透析室における透析液使用量の検討」高岡雄太、坂口和彦 

４．「佐倉分院における課題演題の検討報告」 小川 哲男 

５．演題名不適切のため当日報告 猪又達也、石丸昌志 

各 12 分 

Discussion time 30 分 

 

以上 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■発表 12 分、質疑 3分です。時間厳守 

■司会は前回の高得点者より選出します。 

■各院の学術担当へ相談のこと 

■研究は共同演者（学術担当以外で 1名）を ME 部内から選ぶこと（無しも可） 

■演題はルーチン・連絡、研究セッションに分けます。 

ルーチンは抄録無しでも可、研究は 400 字以内の抄録が必要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

参加：本院：15 名、佐倉 9名、成田 10 名、香取 4名、計３８名 

1:7:00 より医療機器安全管理委員会、透析機器安全管理委員会を開催します。 

委員は 3F 会議室に集まって下さい。 

 


